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論文内容の要旨
本論文は， 19世紀後半から20世紀前半にかけて，長崎を本拠として広く東アジアにおける貿易活動に
従事した，福建省南部出身の二つの華商(華僑商人)経営の商社 (í泰益号」・「生泰号J) およびその帳
簿・会計の構造を研究したものであるO
本論文は全四章から構成され，本文・注は四百字詰約320枚から成り，別に参考図表77枚が付されて
いる。
本論文が主として利用した史料は，未刊の商業帳簿であり，いまだ何人によっても分析の手が加えら
れていなかったものである。筆者は，かつて本学東洋史研究室の山田信夫教授を代表者として実施され
た文部省特定研究「日本華僑と文化摩擦」による長崎華僑調査により収集された「生泰号」文書の整理
に参加し，その分析成果が本論文の第三章となった。その後，長崎市立博物館に寄贈された「泰益号」
文書の整理作業に 同博物館の依頼によって参加し，そのうちの多数の帳簿 (1148冊)を用いて，経営
ならびに帳簿そのものの分析を行い，それが第二章ならびに第四章にまとめられた。
まず第一章において，主に従来の日本ならび、に中国の貿易・商業史研究の成果が整理され，江戸時代
の日本側における長崎会所貿易，中国側における形式上の朝貢貿易，実際は市舶貿易体制が，幕末開港
にともなう自由貿易の開始によって衝撃を受け，その中で華商の進出が始まり，各開港地において出身
4ご、との華商団体が結成されるに到って，日中貿易が新展開を見せる過程を概観する。
第二章では，福建省慶門出身の華商， í泰益号」の経営形態を分析した。先ず初めに，幕末嘉永年間に
長崎に渡来して営業を開始した陳国棟に始まり，特に事業を発展させた第二代陳世望を経て，現代にい
たるその系譜が復元されるO 続けて残存する帳簿(ほとんど陳世望時代に属する)をもとに， 1901年
??
から31年までの損益の状況とその変遺，職員に対する給与の形態と職員数の変遷(企業規模)，日本海
産物を中心とする取り扱い商品の種類と数量，シンガポールにまで及ぷその取引先の範囲，取引・決済
の方法，さらに出資者と資本運用状況や利益の分配を，帳簿から抽出し整理して提示する。最後に，出
資者に見出される同郷的かっ同族的結合を，中国近世の商人・商業の研究成果を援用しつつ明確にする。
第三章は，同じく福建の福州出身の陳尚智が幕末に来日して創設し中国産品の輸入から始めて，や
がて「泰益号J と同様に海産物輸出に進出した「生泰号」の経営を，残存帳簿95冊に基づいて分析す
る o はじめに帳簿の残存状況・種類・記入方法が紹介され，かつて戸田芳郎氏によって説かれた中国簿
記様式論(1952年)に対する地域的・時代的偏差の存在を実証的に指摘するo 此等の簿記に基づき，資
金調達(親戚友人に加えて，華僑社会における頼母子講の重要性の指摘を含む)，その運用，家族を主と
する経営組織，給与，販売商品とその流れ，取引先，営業成績等，経営史に関わる諸点について，詳細な
検討がなされている。
以上 2 章は，帳簿を使用しつつも，帳簿そのものよりは長崎華商の経営分析に力点を置いたものであ
り，在日華僑商人の経営の個別事例の研究を行ったものである。
第四章は，分量においても本論文の半ばを占めており 特に筆者が力を注いだ部分に属する。「生泰
号」の帳簿に比べ，本章で分析する「泰益号」の帳簿は彪大な数量に上り その種類も約四十種に及
んでいる O まず，これらの帳簿に就いて，その記述内容から， I泰益号」が，資本・貸借取引・商品取引・
固定資産・金銭出納・損益取引をそれぞれ，如何なる名称の帳簿に，如何様に記帳しているか，克明に
帳簿の機能と全体の構成を分析する o I泰益号」帳簿は形式は中国の伝統簿記の形式を踏襲し，上下二
段に分かたれ，上方に「収」下方に「支」が記入される，所謂「収支簿記」の形態をとっているO 本章
では，それぞれの帳簿の記帳法を，現代簿記の各勘定に比定し，帳簿を近代簿記における「原始記入簿」・
「転記帳簿」・「決算帳簿」の三段階に属する何れかの帳簿に比定する(例えば「置配査存J =商品有高
元帳， I財神日結冊J =営業損益報告書，等)。さらに各帳簿は相互に関連して，三段階の転記のシステ
ムが存在していることを明らかにした。この整理の上に立って，決算帳簿たる「結彩豊盈」冊が損益計
算書・資産負債表の機能を有していたことを論証するO 最後に，会計対象としての企業資本の，源泉形
態たる「資本」と運動形態たる「資産」には，同一物の二側面としての均衡が常に成立するという，高
寺貞男氏の簿記理論に依拠しつつ，西洋近代簿記の左右(貸借)と中国式簿記の上下(収支)という形
式の相違にも関わらず，そこには常に資産と資本の等号関係が存在する，いわゆる「資本恒等式」が存
在することを実証した。
終章にあたる「おわりに」において，清末民国初(二十世紀初頭)における西洋式の複式簿記(貸借
簿記)の導入以前に，すでに複式簿記の本質を備えた帳簿が出現しており，長崎「泰益号」の帳簿もそ
れに属することを結論とするO
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論文の審査結果の要旨
本論文は同じく帳簿を主たる史料としつつ，長崎華商の経営史的分析に属する部分と，帳簿そのもの
の会計史的分析の二つの部分から構成される。先に包括的結論を言えば，その双方において，従来の研
究の空白を埋める，十分に独創的な研究であると言い得るであろう。
そもそも中国商人の帳簿は残存しにくい性格を有する。国家・官僚からは極力隠蔽さるべきものであ
り，十年ごとに破棄される慣習も存在した。取引・経営の内実を語る書簡類も同様な性格を有する。従っ
て，かかる中小規模の個別経営の各種帳簿が，まとまって存在すること自体が大陸・香港・台湾・シ
ンガポール等を通じて，稀有の事例に属するO 故にまた，かかるレヴェルの個別商人の経営を，その内
在的史料に基づいて分析することも，中国商人・商業史研究あるいは華僑研究において，従来，ほとん
ど行われて来なかったところである(因みに，史料的制約による同じ傾向は中国近世の地主制研究にも
見出される)。本論文は，豊富ではあるが複雑な原帳簿に取り組み，その整理解読に苦心を重ね，長崎華
商の経営をその内部から原資料によって描き出した貴重な研究であり，まず第一の達成点はここに存す
る o
内在的史料による商家経営の分析において，本論文は書簡・日記等ではなく，直接に数値において
経営状況が表現される帳簿を使用した。高く評価さるべき第二の成果は，かつて第二次大戦前から戦後
にかけて，いわば散発的に蓄積されてきた中国帳簿研究に対して，豊富なしかも体系性を有する具体例
を紹介し，今後の中国商業帳簿の分析に，一定の手掛りを与えたことであるO ここに紹介された帳簿名
称・取引用語などには従来の各種経済・商業・法律等の用語辞典にも未収録のものが多く含まれる。さ
らに，個々の帳簿の記入法の解明に始まり，その機能の分析，近代簿記との比較・比定作業，さらには
帳簿相互間の関係や記入の流れを解明して図式化した点かつその扱った帳簿の多種多数に上る点など，
帳簿自体の機能論的また形式論的実証研究においても従来の研究に対して多くの新知見を確実に加
え，その水準を越える部分を有するO
第三に，本論文の帳簿分析の問題関心は，かつて1930 ，.....，40年代に中外の研究者が関心を寄せた，伝統
簿記を近代複式簿記との比較において捉える時の位置付けにあった。本論文は，中国伝統簿記を単式簿
記と規定した従来の研究に対して，少なくともここで扱った「泰益号」の帳簿体系は，複式簿記の範鴎
に属するという見解を，豊富な実証に拠りつつ極めて説得的に論証する。 1950年代以降，この種類の研
究は絶えてなかった。本論文の持つ中国会計史研究における理論的意義も，その成果として挙げ得るで
あろう。
以上，三点に渉って，本論文の達成度と独創性を評価して来た。しかし一方では，当然、のことながら，
本論文には若干の暇庇も存在する。構成・叙述の順序に再考の余地が有り(例えば第四章第一節，二の
3 : í帳簿組織」はむしろ 2 : í分類と総合」の前に置かれた方が，読者に便利である)，レファランス
が十分でない箇所が有り(特に第一章)，叙述に若干の稚拙さの見える箇所が無い訳でも無い。内容に
ついても， í泰益号」の歴史については，書簡・聴取などもう少し活用さるべきであったし(因みに
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日本の華僑史研究グループは，今年から台湾中央研究院の経済史クーループと共同で， I泰益号」の書簡
分析を開始した)，第四章の豊富な具体例の提示が帳簿の会計学的分析にのみならず，第二・第三章の
経営分析にも，今少し貧欲に利用さるべきではなかったかと恩われるo ただ，これは今後も研究を継続
していく上での課題とすることを期待するが故の言であって本論文の示した努力と達成度を損なうも
のでは無い。本論文に示された筆者の資質は，十分に今後の研究の展開を期待し得るものと言えるO
かかる評価に基づき 本論文は学術博士(課程)の学位申請論文として十分の価値を有するものと
認定する o
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